
未利用餌資源がひらく養殖業の可能性
と九大水産実験所のユーティリティー

農学研究院・助教・栗田喜久

クローバーを食べるウニ サイエンスゼロ収録風景クローバーで育てたウニ
今、水産業がピンチ、だから熱くて面白い！

国際的な取り組み（SDGs）に合致 
＝安心・安全な食料の安定供給 
→消費者からの高いニーズ

注目を集める養殖ビジネス

例例）エコラベル 
オリンピック選手村には
エコラベル認定を受けた
食材しか使用しない 
＝日本食材ほとんど並ば
ないかも、、

養殖の利点：工夫次第で付加価値創出の可能性は無限大
1. 天然物の取れない季節に出荷可能 
  →通年餌を与えれば肥育可能な種類では、禁漁期に出荷することで高値販売も 
2. 独自の餌や飼育法でブランディング可能 
      →食中毒にならないカキや肝機能向上成分が数倍のシジミ、プリン体控えめのウニ、 
   などアイデア次第で作出できる可能性も 
３. 場所を選ばず飼育可能 
      →完全陸上養殖であれば海のない場所でも養殖工場を建設できる可能性も 
養殖いろいろ試したいけど、ノウハウや設備がない！という方へ
九州大学附属水産実験所@福津で試験研究してみませんか？国内屈指の水槽群と実験設備がアリ
3t水槽_20槽 レイアウト自由な 

屋内飼育スペース
もちろん室内実験設備も充実

その他コンテンツ 
盛りだくさんの実験所 
→詳しくは栗田まで 
 
kurita.yoshihisa.070@m.kyushu-
u.ac.jp 

・20t水槽_2槽 
・冷却海水供給有り 
・調査船 などなど
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